
  島原市報道資料  

                             令和６年６月１３日 
報道関係者 各位 
 
 

島原城築城４００年記念事業「島原みらいキャンパス」の開催について 
 
 標記の件について、別添チラシのとおり開催しますのでお知らせします。 
 

記  
１．内容 

第1回目

第2回目 会場：森岳公民館大ホール　14時～16時

第3回目 会場：森岳公民館大ホール　14時～16時
９月２８日（土）

大和五條における松倉重政-その治績と評判-

７月２０日（土）

「ヨーロッパの人々を魅了した
　天正遣欧少年使節の着物を語る」

講師
　服飾史研究家　加藤　なおみ　氏

８月１０日（土）

「神君」徳川家康の人物像

講師
　東海学園大学
　　准教授　平野　仁也　氏

講師
　市立五條文化博物館
　　元館長　藤井　正英　氏

会場：森岳公民館大ホール　14時～16時

 
 

２．申込方法 
 申込は原則、ウェブ申込みをお願いします。 
 ウェブでの申込みが難しい方は、島原城築城 400 年記念事業実行委員会（島原市しまば

ら観光課）へ電話連絡の上、お申込みください。 
 
 申込開始日：令和６年６月１４日（金）ＡＭ８：３０～ 
  
 【ウェブからの参加申込み方法】 

 
＜ウェブ申込み用 QR コード＞ 

 
 
 

 
 
担当：島原城築城 400 年記念事業実行委員会 

（しまばら観光課内）担当 加藤、植木 

電話：0957-62-8019（直通） 

E-mail：kanko@city.shimabara.lg.jp 

未来へつなぐ島原らしさ 暮らし続けたい、訪れてみたい、魅力あふれるまち 

スマートフォンやタブレットで、左記の QR コードをスキ

ャンしてください。 

スキャン後に表示される申込書（フォーム）へふりがな、

氏名、年齢、郵便番号・住所、性別、電話番号、電子メール

アドレス、参加を希望される日程をご入力ください。 



島原みらいキャンパス島原みらいキャンパス

参加料 無料
参加ご希望の方は、参加申込書、

又は右記の QR コードから
お申込みください。

※QR コードは ( 株 ) デンソーウェーブの登録商標です

４００年の歴史と文化を有する島原城。
島原の歴史・文化の本当の姿を伝え、島原の素晴らしさを再認識し、

次の世代に繋ぐことを目的に「島原みらいキャンパス」を開催いたします。
歴史と文化を学び、是非『島原城のファン』になってください！

令和６年度

島原城築城４００年記念事業実行委員会（しまばら観光課内）☎0957­63­1111　担当: 加藤・植木

※講師及び詳細は裏面をご覧ください。

服飾史の古典「世界各地の古代及び現代の服装」の翻訳研究、天正遣欧少年使節の服に関する研究。

主な著書に『西洋ルネッサンスのファッションと生活』（柏書房出版）、

『天正少年使節の“きもの”をめぐるヴェチェッリオが書かなかった史実 -服が歴史を証し、東西交流の重要な架け橋となると
き』（伊語版）、

『ローマを見た着物の少年たち』（南島原市）

中世から近世における三河松平氏（徳川氏）を主要な研究テーマとしている。また、日本の歴史が各時代においてどのように記されてき

たか、「歴史書の歴史」を研究の対象として論文を執筆している。

著書に『江戸幕府の歴史編纂事業と創業史』（清文堂出版）、共著に『愛知県史』（近世通史編・資料編）、『三河―交流からみる地域形
成とその変容―』（雄山閣）などがある。

古文書の湮滅を抑制し、地域の新たな歴史的価値の発掘を目指して、庄屋家筋などの旧家に眠る文書の悉皆調査と目録作成を三十数

年間手がけてきた。その過程で、従来の地域史の再考を迫る史料はもとより、幕僚支配の一翼を担う五條代官所と代官の特色ある施策

に関する史料、或いは天誅組の変関連史料や変後の地域社会への影響を反映する史料群などから多数の新知見を得てきた。

いんめ しっか
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島原城築城４００年記念　繋げ未来へ！
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服飾史の古典「世界各地の古代及び現代の服装」の翻訳研究、天正遣欧少年使節の服に関する研究。

主な著書に『西洋ルネッサンスのファッションと生活』（柏書房出版）、

『天正少年使節の“きもの”をめぐるヴェチェッリオが書かなかった史実 -服が歴史を証し、東西交流の重要な架け橋となると
き』（伊語版）、

『ローマを見た着物の少年たち』（南島原市）

中世から近世における三河松平氏（徳川氏）を主要な研究テーマとしている。また、日本の歴史が各時代においてどのように記されてき

たか、「歴史書の歴史」を研究の対象として論文を執筆している。

著書に『江戸幕府の歴史編纂事業と創業史』（清文堂出版）、共著に『愛知県史』（近世通史編・資料編）、『三河―交流からみる地域形
成とその変容―』（雄山閣）などがある。

古文書の湮滅を抑制し、地域の新たな歴史的価値の発掘を目指して、庄屋家筋などの旧家に眠る文書の悉皆調査と目録作成を三十数

年間手がけてきた。その過程で、従来の地域史の再考を迫る史料はもとより、幕僚支配の一翼を担う五條代官所と代官の特色ある施策

に関する史料、或いは天誅組の変関連史料や変後の地域社会への影響を反映する史料群などから多数の新知見を得てきた。

いんめ しっか

申込開始日：令和６年６月１４日（金）ＡＭ８：３０～

服飾史の古典「世界各地の古代及び現代の服装」の翻訳研究、天正遣欧少年使節の服に関する研究。

主な著書に『西洋ルネッサンスのファッションと生活』（柏書房出版）、

『天正少年使節の“きもの”をめぐるヴェチェッリオが書かなかった史実 -服が歴史を証し、東西交流の重要な架け
橋となるとき』（伊語版）、

『ローマを見た着物の少年たち』（南島原市）

中世から近世における三河松平氏（徳川氏）を主要な研究テーマとしている。また、日本の歴史が各時代においてどのように

記されてきたか、「歴史書の歴史」を研究の対象として論文を執筆している。

著書に『江戸幕府の歴史編纂事業と創業史』（清文堂出版）、共著に『愛知県史』（近世通史編・資料編）、『三河―交流から
みる地域形成とその変容―』（雄山閣）などがある。

古文書の湮滅を抑制し、地域の新たな歴史的価値の発掘を目指して、庄屋家筋などの旧家に眠る文書の悉皆調査と目録

作成を三十数年間手がけてきた。その過程で、従来の地域史の再考を迫る史料はもとより、幕領支配の一翼を担う五條代

官所と代官の特色ある施策に関する史料、或いは天誅組の変関連史料、或いは松倉重政の藩政の一端を示す史料などか

ら多くの新知見を得てきた。

著書『大和五條代官所の研究』（近刊予定）

いんめ しっかいんめつ しっかい


